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日本大学におけるSaaSの導入

～Googleとの協調による「NU-AppsG」の
導入経緯・運用について～

日本大学総合学術情報センター

情報企画課課長 吉 田 誠

日本大学について

l１４学部７９学科２０研究科

l学生数 約８１，０００人

l教職員数 約 ８，０００人
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日本大学総合学術情報センターの役割

l本学の情報受発信基地としての役割

l情報関連の企画・立案

l学内ﾈｯﾄﾜｰｸやｼｽﾃﾑの管理・運用・保守

l映像制作・配信拠点（日大テレビ・遠隔授業）

l学術情報データベースの管理・運用・保守

lその他

部科校システムの統合化
学生向けサービス
メールシステム NU-mailG
ｳｪﾌﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ NU-AppsG
就職支援システム NU就職ナビ

教職員ポータルシステム
情報共有システム「事務の友」

その他システム
入試願書一括受付システム，
全学共通図書システムetc..

→統合化することにより，経費節減を図っている
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NU－AppsG（学生サービス向け）導入経緯

l導入前は学部独自でメールシステムを構築

課 題 点

Ø非効率なメールシステムの運用・管理

Øシステム管理経費の無駄遣い

Øセキュリティレベルがまちまち

Ø学生サービスのレベル格差が著しい

Øその他
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導入までの流れ

l 9月 ﾒｰﾙｼｽﾃﾑ開発ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑ立上げ

l11月 ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑにてGoogle導入を決定

l12月中旬 常務理事会等諸会議にて導入承認

2006年

2007年
l1月 ｱｶｳﾝﾄ管理ｼｽﾃﾑ 構築開始

（2.5ヶ月で構築終了）

l3月 Google社と契約文書にて締結
4月 運用開始（８学部にて運用開始）

2008年

l4月 学部，研究科及び短期大学追加導入

現在：１１学部・４研究科・１短大・専門学校

にて運用中
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NUメールのリースアップを機に，
新システム移行の検討開始

「安全性・情報化経費節減・利便性・安定化・

学生サービス等の学部間格差の解消」

検討テーマ

①独自システム開発の検討

②既存WEBサービスの活用

執行部の意識改革を求める！

メール送付は葉書郵便と同様である！！

学生基本情報DB

アカウント管理
システム

Googleメール
システム

（全データ）

（IDデータ生成）

（IDデータのみ提供）

学生データ提供プロセス
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導入後の反響
lメディア取材 約２０社

l他大学からの問合せ 約３０校

今後の展開
l全教職員向けて「NU-AppsG」の導入

lＮＵ－ＳＳＯの展開

図書・就職・ＳＮＳ・研究者情報等

ご静聴ありがとうございました
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